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アプリをダウンロードすると iPad，iPhone，
iPod Touch といった iOS 端末から
読むことができます！

会誌「情報処理」 デジタル
プラクティス

DP
無料

アプリのダウンロード
はこちら（無料） 

会誌「情報処理」
デジタル

プラクティス

会員募集中！！
IT に関する最新情報や研究発表の場の提供を
通じて，あなたのお役に立ちます

自分に合った分野が見つかりそう！

研究会がたくさん♪

発表会へ参加！

〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
Tel.(03)3518-8370　Fax.(03)3518-8375　mem@ipsj.or.jp

一般社団法人 情報処理学会 会員サービス部門

お問合せ

App Store アプリ
のお知らせ

情報処理学会

詳しくは https://www.ipsj.or.jp/ をご覧ください



1139情報処理 Vol.58 No.12 Dec. 2017

【特集：エンタテインメントコンピューティング】
■	特集「エンタテインメントコンピューティング」の編集にあたって	
	 坂本大介

■	テトリスの技能向上を目指したHOLD使用傾向の基礎的分析
	 	 梶並知記 他
■	2D アクションゲームにおける島モデル GAを用いた多様な振
舞いの獲得	 福嶋良平 他

■	動物園における自発的な観察の促進を目的とした園内回遊行動
のデザイン *	 大杉隆文 他

■	移動型カメラを用いたセルフヘアカット支援システム
	 	 双見京介 他
■	モバイル端末で利用可能な小型多層空中像投影装置の提案と実装	
	 巻口誉宗 他

■	家庭におけるペット─ロボットインタラクション〜ロボットの
ふるまいに対する犬の行動調査〜	 鈴木もとこ 他

【一般論文】
■	スケジューリング手法を評価可能な選択型コンテンツの放送型
配信システムの実現と評価	 藤田拓郎 他

■	多様な運動負荷を考慮した装着型センサによる深部体温推定法
の提案 *	 濱谷尚志 他

  *：推薦論文　Recommended Paper
†：テクニカルノート　Technical Note

論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.58 No.11（Nov. 2017）

【論文誌 コンピューティングシステム Vol.10 No.3】
■ スループットを用いた「京」におけるMPI 通信性能の評価
　 	 北澤好人 他
■ Dependence Graph Model for Accurate Critical Path Analysis 
on Out-of-Order Processors	 Teruo Tanimoto 他

	 	
【論文誌 プログラミング Vol.10 No.5】
■ Towards practical typechecking for macro forest transducers
　 	 Kazuhiro Abe 他
■ Parsing Expression Grammars with Unordered Choices
　 	 Nariyoshi Chida 他

	 	

【Transactions on Bioinformatics Vol.10】
■ Discovering Symptom-herb Relationship by Exploiting SHT 
Topic Model	 Lidong Wang 他

	 	

　　論文誌トランザクション掲載論文リスト
（Nov. 2017）

読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 160 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，

ご提案をおうかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，毎号巻末に掲載しております所定の

用紙または Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html）をお使いいただき，奮って事務局までお寄せ

ください．

　　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門

　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8371



今月の会員の広場では，9月号へのご意見・ご感想を紹介いたします．
まず，巻頭コラム「電話の下の物体」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■ほのぼのと温かい気持ちになれました．	 （三木清一）

■とても印象的で引き込まれました．（匿名希望／ジュニア会員）

特別解説「量子コンピュータの直近の動向と応用」については，以下
のようなご意見・ご感想をいただきました．

■中途半端な内容で，想定する対象読者が不明．	（南谷　崇）

■期待していたのだが，たった 2ページで，浅い内容だったの
が残念．	 （奥村晴彦）

■以前から興味のあった分野でしたが，わずか2ページの解
説記事でしたので，もう少しページ数を割いた詳細な記事にし
てほしかったです．	 （匿名希望）

報告「未踏の第 23 期スーパークリエータたち」については，以下のよ
うなご意見・ご感想をいただきました．

■日本でも情報科学の世界で目を引くような実績を出している
人がいることに勇気づけられた．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■学生の立場から身近に感じられた．（匿名希望／ジュニア会員）

■大変優れた報告で，若い IT人材に対する著者の愛情が感じ
られた．	 （南谷　崇）

■同年代，または自分より若い人が頑張っているのを見て，自
分ももっと頑張ろうと思えた．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■毎年新鮮な刺激を受けており，今年も大変興味深く読みま
した．今回，図版が一律 2枚に制限されてしまったのは残念
でした．公平性も重要ですが，プロジェクトによって図版の必
要性が異なるように思いました．ともあれ，大変面白かったです．	
	 （三木清一）

特集「農業 ICT」については，以下のようなご意見・ご感想をいただき
ました．

■どれも同じようなことを言っていて，しかも分かりにくくて，
読むのをやめた．	 （匿名希望）

■食料自給率を上げるために，農業ロボットがこんなにも役に立
つ時代がすぐそこまで来ていることを知りました．（長山知由理）

■農業の ITによる改善や強化は以前から着目されていたものの
センサ以外の分野であまり進化がないように思っていたが，ビッ
グデータという視点で急に具体化したと感じる．	 （阿部一晴）

■企業においても注目している分野のため，参考になりました．	
	 （匿名希望）

■現状で ICTの機能を最大限に活かせそうなのは施設園芸と
思いました．今年のような悪天候で不作のときに，安定して生
産できることが重要です．匠の技の継承や農業情報やデータ
の共有に重要性を感じます．農機具のような売り切り型ではな
く，ICT 事業者や農業従事者などによる新しいビジネスモデル
や経営体が必要なのではないでしょうか．	 （匿名希望）

■未開拓分野だった農業への IT 適用なのでモデル化が出発点
であることは理解できます．しかし，政策の解説は一般の IT
技術者の興味からは距離があり，本誌の特集としては早過ぎ
たと感じます．	 （南谷　崇）

■非常に興味がわいた．AI が人に代わって各産業にどこまで
組み込めるか．そのレベルは産業によって異なるだろうが，い
ずれ AI の得意，不得意分野が見えてくるだろう．	（匿名希望）

■農業 ICTのこれまでとこれからを俯瞰できる記事が特集の
最初にほしかったです．	 （匿名希望）

■農業 ICTの課題や可能性がよく分かった．今からもっと発展
していくであろう分野なので，非常に興味を持つことができた．
機械学習や深層学習というワードが多く登場し重要な要素にな
るのだと感じた．	 （澤　佳祐／ジュニア会員）

■まだまだ課題が多いと思いますが，農業従事者の減少や高
齢化が進む中，食の安全を維持するためにも重要だと思った．	
	 （匿名希望）

「4．施設園芸における農業 ICT 研究の最前線」
■「一般的に画像認識では，訓練データの量と質，特徴量，
機械学習器の順で認識精度に影響すると言われている」とあ
りましたが，重要な観点だと思いました．	 （匿名希望）

解説「写真からの指紋復元の脅威とその対策技術」については，以下
のようなご意見・ご感想をいただきました．

■多くのメディアが以前取り上げていた内容だが，技術的に深
追いして論じられているのが好印象．（匿名希望／ジュニア会員）

■とても分かりやすく解説いただき，知識を深めることができ
ました．ほかの種類の同様の脅威に関しても取り上げて解説し
ていただきたいです．	 （匿名希望）

■一時期 SNSでも話題になった技術についての解説があった
が，情報処理関連ホットワードの解説は，学部生に会誌を紹
介するきっかけにもなり，有用性を感じた．	 （匿名希望）

トピックス「研究会推薦博士論文速報」については，以下のような
ご意見・ご感想をいただきました．
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皆様にとって会誌をより役立つものとするため，
　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言
　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言
など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．
なお，「道しるべ」については
<URL：http://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/michishirube.html>で
これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．
※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめご了承ください．
なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取
り扱いいたします．
<URL：http://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　
　　　　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門　
　　　　　E-mail : editj@ipsj.or.jp　Fax (03) 3518-8375　
　　　　　http://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

ご意見をお寄せ
ください！

これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : http://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載しています．Web 版では，紙
面の制限などのため掲載できなかったコメントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください .
会誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会 Web ページでも受け付けております．今後もよりよい会誌を作るため，ぜひ皆様のお声をお寄せください．

■博士課程へ進学することへのエンカレッジになると思う．
	 （匿名希望）

■推薦文よりも論文の概要を見たかったです．	 （匿名希望）

教育コーナー「ぺた語義：大学入試における高校共通教科『情報科』
の評価方法改革に関する研究プロジェクト」については，以下のよう
なご意見・ご感想をいただきました．

■先日ニュースでも取り上げられていたが，情報科教員の採用
状況の方が喫緊の課題であるように思う．	 （匿名希望）

連載「ビブリオ・トーク：〆切本」については，以下のようなご意見・ご
感想をいただきました．

■〆切という身近な題材についての本が取り上げられており，
大変興味を惹かれました．〆切がなく余裕のあるときに〆切本
を読んでみたいです．	 （匿名希望）

シニアコラム「IT 好き放題：9.11と 3.11」については，以下のようなご
意見・ご感想をいただきました．

■何のために研究をするのかを改めて考えることができ，フィー
ルドとのかかわり方を再考したいと思いました．	 （匿名希望）

■テロや災害など大きな出来事を受けて，研究の方向性や進
め方を変えていったこととその結果について淡々と書かれてお
り，心をうたれた．	 （匿名希望）

連載「会誌編集委員会女子部」については，以下のようなご意見・ご感
想をいただきました．

■女子部の内容とあっていない．	 （匿名希望）

その他の記事に関しては，以下のようなご感想をお寄せいただきました．

■会員の広場は 2行程度のものが多いですが，もう少しまと
まった記載（10 行程度の意見や感想）を掲載いただいたほうが，
読みごたえがあるように思います．	 （菱山玲子）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下のようなご意
見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にいたします．

■高校情報科教員の育成・採用状況，実際の現場の状況など
について詳しく取り上げてほしい．	 （匿名希望）

■中学生，高校生向けの記事を1ページでもいいので入れて
ほしいです．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■ ITとは無縁の専門家が，まったく違う世界から見た ITの	
見方・考え方を知ることができる機会があると面白いかなと思
います．	 （匿名希望）

■取り上げてほしいテーマとしては宇宙× IT です．	（匿名希望）

■個人情報保護法についても複数の専門家による特集記事を
読みたいです．	 （匿名希望）

■自分に近い年齢の方々の活躍や，目標とする先生の一人の話
を読めて，非常に良かったです．	 （匿名希望）

■今後取り上げてほしいテーマ：ブロックチェーンの通貨以外
での利用例，利用可能性について．（匿名希望／ジュニア会員）

■目次にその記事の想定読者を示す記号があることに初めて
気づいた．とても分かりやすくて良いので，今後もこの記号を
参考に読み進めていきたい．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■ IoT，ビッグデータ，AI 等のキーワードが含まれているとと
りあえず読んでみたいと思います．	 （匿名希望）

■情報処理の立場から考えるドローンの位置づけ，活用に関心
があります．	 （匿名希望）

【本欄担当　谷田英生 ，山本岳洋／会員サービス分野】
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 論文誌「超スマート社会を支えるコンピュータセキュリティ技術」  11月27日（月） 
 特集への論文募集 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/18-T.html
 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム（VII）」特集  12月8日（金） 
 への論文募集 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/18-V.html
 2017年度業績賞候補者推薦募集 12月8日（金） 
 https://www.ipsj.or.jp/topics/gyoseki_boshu2017.html
11月15日（水）～ 第85回モバイルコンピューティングとパーベイシブシステム・ 9月22日（金） 11/15はWiPセッション 東北大学 
11月17日（金） 第71回高度交通システムとスマートコミュニティ合同研究発表会 　　　　　　　 で参加登録が必要（要宿泊） 電気通信研究所 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mbl85its71.html  11/16-17は通常研究発表会
11月16日（木）～ グループウェアとネットワークサービス ワークショップ 2017   かみのやま温泉  
11月17日（金） http://www.ipsj.or.jp/sig/gw/gnws2017/   仙渓園 月岡ホテル 
    （山形県上山市）
11月16日（木）～ 第165回アルゴリズム研究発表会 9月15日（金） 当日のみ 日立中央研究所 
11月17日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/al165.html  
11月18日（土） 第10回高齢社会デザイン研究発表会 10月13日（金） 当日のみ 静岡県立大学  
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/asd10.html   草薙キャンパス小講堂
11月24日（金） 関西支部　定期講演会 『サイバーセキュリティと人材育成』  定員になり次第 大阪大学 
 http://kansai.ipsj.or.jp/2017kouen/   中之島センター
11月24日（金）～ 第117回音楽情報科学研究発表会 10月18日（水） 当日のみ 日本大学文理学部 
11月25日（土） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mus117.html
11月29日（水）～ 第172回マルチメディア通信と分散処理・第26回セキュリティ  10月17日（火） 当日のみ 海峡メッセ下関 
11月30日（木） 心理学とトラスト・第78回電子化知的財産・社会基盤合同研究発表会   805会議室 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dps172spt26eip78.html
11月30日（木） 2017年度短期集中セミナー「プライバシーフレンドリーな  11月23日（木） 化学会館7階ホール 
 社会に向けて」  定員になり次第 
 https://www.ipsj.or.jp/event/s-seminar/2017/PrivacyFriendly/
11月30日（木） 第107回ドキュメントコミュニケーション研究発表会  10月6日（金） 当日のみ セコム（株）  
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dc107.html   セコムホール
11月30日（木）～ 第99回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会 9月19日（火） 当日のみ 名古屋大学 
12月1日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm99.html   東山キャンパス
12月2日（土） 情報処理学会・日本技術士会情報工学部会CPDコラボ  定員になり次第 機械振興会館6D-4 
 ワークショップ「ICT社会におけるリスク対応技術及び応用」 
 https://www.engineer.or.jp/kaiin/dmsw0200.php
12月2日（土） 第142回情報システムと社会環境研究発表会 10月6日（金） 当日のみ 東京工科大学 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm99.html   蒲田キャンパス
12月4日（月） 第52回バイオ情報学研究発表会  10月23日（月） 当日のみ 東京工業大学 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/bio52.html   大岡山キャンパス
12月4日（月）～ 第79回コンピュータセキュリティ研究発表会 10月16日（月） 当日のみ 九州大学 
12月5日（火） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/csec79.html   伊都キャンパス
12月5日（火）～ 第29回コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2017） 10月31日（火）  富士通研究所 
12月7日（木） https://www.ipsj.or.jp/sig/os/index.php?ComSys2017   セミナールーム
12月7日（木）～ 第10回インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2017）  9月19日（火） 11月30日（木） 熊本市国際交流会館 
12月8日（金） http://www.iot.ipsj.or.jp/iots/2017/cfp  定員になり次第  （熊本県熊本市）
12月8日（金）～ 第5回アクセシビリティ研究発表会 10月19日（木） 当日のみ 首都大学東京 
12月9日（土） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/aac5.html   秋葉原サテライトキャンパス
12月8日（金）～ 第142回コンピュータと教育・第23回教育学習支援  10月25日（水） 当日のみ 松山大学 
12月10日（日） 情報システム合同研究発表会 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ce142cle23.html
12月9日（土） 組込みシステムワークショップ2017（ESW2017）   東海大学 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/esw2017.html
12月9日（土）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2017」 9月24日（日） 当日可 大阪市立大学 
12月10日（日） http://jinmoncom.jp/sympo2017/   学術情報総合センター
12月11日（月） 連続セミナー 2017　第6回「AR/VRの新展開」  定員になり次第 化学会館／大阪大学 
 https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2017/index.html   中之島センター
12月11日（月）～ 第116回数理モデル化と問題解決研究発表会 10月16日（月） 当日のみ 奈良女子大学 
12月12日（火） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mps116.html
12月18日（月）～ 第162回ハイパフォーマンスコンピューティング研究発表会 10月17日（火） 当日のみ くまもと県民交流館 
12月19日（火） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hpc162.html   パレア
12月20日（水）～ 第234回自然言語処理研究発表会 10月19日（木） 当日のみ 早稲田大学グリーン・コ 
12月21日（木） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/slp119.html   ンピューティング・シス 
    テム研究開発センター
12月21日（木）～ 第119回音声言語情報処理研究発表会  10月19日（木） 当日のみ 早稲田大学グリーン・コ 
12月22日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/slp119.html   ンピューティング・シス 
    テム研究開発センター
12月22日（金）～ 第166回データベースシステム研究発表会 10月13日（金） 当日のみ 国立情報学研究所 
12月23日（土） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dbs166.html
12月22日（金）～ 第46回エンタテインメントコンピューティング研究発表会 11月6日（月） 当日のみ グランフロント大阪 
12月23日（土）  https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ec46.html
 

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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［トピックス］
10月 15日 デジタルプラクティス 32号が HTMLページで読めるようになりました 
10月 15日 人材募集情報（Vol.58 No.11）
10月 15日 会誌「情報処理」Webカタログ（Vol.58 No.11）
10月 10日 論文誌「セキュリティ人財と技術で目指す信頼できる社会基盤の実現に向けて」特集 論文募集
10月 6日 2017年度論文賞候補論文推薦募集
10月 4日 就職情報（広告）のお申し込み受付中
10月 3日 第 80回全国大会の講演申込受付を開始しました
10月 2日 2017年度業績賞候補者推薦募集
10月 2日 【サイズが変更になります】会誌「情報処理」59巻表紙デザイン募集
9月 29日 認定情報技術者（個人認証）2017年度第 2回の申請受付を開始しました

Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/）更新情報

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
2018年
 論文誌「ゲームプログラミング」特集への論文募集  2月16日（金） 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/18-W.html
 論文誌「セキュリティ人財と技術で目指す信頼できる  2月26日（月） 
 社会基盤の実現に向けて」特集への論文募集 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/18-Z.html
1月15日（月）～ 第117回プログラミング研究発表会 11月17日（金） 当日のみ 高知工科大学 
1月16日（火） https://sigpro.ipsj.or.jp/pro2017-4/    永国寺キャンパス
1月18日（木）～ ウィンターワークショップ2018・イン・宮島   宮島コーラルホテル 
1月19日（金） http://wws.sigse.jp/2018/
1月18日（木）～ 第210回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会 11月7日（火） 当日のみ 大阪府立大学 
1月19日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cvim210.html
1月18日（木）～ 第221回システム・アーキテクチャ・ 11月13日（月） 当日のみ 慶應義塾大学  
1月19日（金） 第182回システムとLSIの設計技術合同研究発表会   日吉キャンパス 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/arc221sldm182.html
1月19日（金）～ 第59回プログラミング・シンポジウム   ラフォーレ倶楽部 
1月21日（日） http://www.ipsj.or.jp/prosym/    伊東温泉湯の庭
1月22日（月）～ 第176回ヒューマンコンピュータインタラクション研究発表会 11月30日（木）  当日のみ 琉球大学 
1月23日（火） http://www.sighci.jp/events/sig/176   50周年記念館
1月26日（金）～ 第103回グループウェアとネットワークサービス・ 11月17日（金）  当日のみ 厳原地区公民館 
1月27日（土） 第21回コンシューマ・デバイス＆システム・   （下対馬開発総合  
 第18回デジタルコンテンツクリエーション合同研究発表会   センター） 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/gn103cds21dcc18.html
1月27日（土）～ 第116回人文科学とコンピュータ研究発表会 12月4日（月）  当日のみ 函館コミュニティ 
1月28日（日） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ch116.html   プラザ Gスクエア
1月29日（月）～ International Conference on High Performance Computing   秋葉原UDXビル 
1月31日（水）  in Asia Pacific Region（HPCAsia2018）    
 http://sighpc.ipsj.or.jp/HPCAsia2018/
3月5日（月）～ 第40回インターネットと運用技術研究発表会  当日のみ 鬼怒川温泉ホテル 
3月6日（火） http://www.iot.ipsj.or.jp/   栃木県日光市 
3月13日（火）～ 情報処理学会 第80回全国大会 12月5日（火）  早稲田大学 
3月15日（木） https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/80/   西早稲田キャンパス



人材募集
（有料会告）

申込方法：

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15 日を締切日とし翌月号（15 日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 	税抜  20,000 円（税込  21,600 円）

	 賛助会員（企業） 	税抜  30,000 円（税込  32,400 円）

	 賛助会員以外の企業 	税抜  50,000 円（税込  54,000 円）
	 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 税抜 4,000 円（税込 4,320 円）で同一内容を	
	 　本会 Web ページに掲載できます．
申 込 先：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375
	 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし返信がない場合は念の 

　ため確認のご連絡をください．

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web 掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当
科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，
E-mail，Fax または郵送にてお申し込みください．

有

料

会

告
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■名古屋大学大学院工学研究科・情報学研究科

募集人員 研究員または特任助教　3名
職務内容 JST-CRESTプロジェクト「多結晶材料情報学による一般粒界物性理論の確立とスマートシリコンインゴットの創製」（研究代表者：

宇佐美徳隆）において，①シリコン多結晶ウェーハからのデータ収集法の開発と高品質シリコンインゴット成長技術の開発，②多
結晶のデータ解析法の開発と理想的多結晶組織の最適設計，③計算材料科学による結晶粒界の原子構造と電子的特性を含む物性
解析のいずれかを中心として異分野融合研究を行う

応募資格 博士の学位を取得または着任時までに取得見込みであること
 上記職務内容のそれぞれについて，①結晶成長・結晶評価などの実験科学，②機械学習・人工知能に関する情報科学，③計算材

料科学のいずれかを専門とし，実験と理論・計算・データ科学を融合した材料開発研究に対して強い意欲を有すること
着任時期 2018年4月1日（雇用は年度単位）
応募締切 2017年12月15日（必着）
送 付 先 〒464-8603 愛知県名古屋市千種区不老町　名古屋大学大学院工学研究科物質プロセス工学専攻　宇佐美徳隆
照 会 先 ①に関すること　宇佐美徳隆　E-mail: usami.noritaka@material.nagoya-u.ac.jp

 ②に関すること　工藤博章　E-mail: kudo@i.nagoya-u.ac.jp

 ③に関すること　横井達矢　E-mail: yokoi@mp.pse.nagoya-u.ac.jp

そ の 他 詳細はWebページ（http://www.nagoya-u.ac.jp/employment/upload_images/20171012_eng_1.pdf）をご参照ください
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■九州工業大学情報工学研究院生命情報工学研究系

本研究系は，2018年度の学部教育組織の改組に向けて，（a）生命科学と情報科学の間をシームレスに行き来して発想するデータ駆動型の生命科
学研究と（b）ディープラーニングが象徴するビッグデータ解析によるバイオ／ケモインフォマティクス研究について，新しい学問領域を開拓
します．そこで，（a）体系的で網羅的な計測によるデータ駆動型の生命科学，または，（b）ビッグデータの統計解析，機械学習，数理モデリン
グなどによるバイオ／ケモインフォマティクス研究を担う優秀な人材を求めます
募集人員 教授または准教授　1名
専門分野／担当科目  生命情報工学／生命情報工学に関連した講義科目や実験・演習科目
着任時期 選考終了後のできるだけ早い時期
提出書類 （1）応募する職名（教授または准教授）

 （2）履歴書：個人調書（氏名，生年月日，性別，国籍），本人連絡先（住所，電話番号，Fax番号，E-mailアドレス），学歴（高校卒
業以降），職歴（教育実績を含む），賞罰・学会および社会における活動

 （3）業績リスト：学位論文，研究論文（学術雑誌掲載論文（審査付学術論文）や国際会議講演論文集等），研究報告書・学術図書・特許，
その他（著書，特別講演，招待講演，学会活動，国際活動，受賞歴，報道，その他）

 　  ScopusあるいはWeb of Scienceが利用可能な応募者は，論文ごとに被引用数（citation）を記載すること
 （4）競争的研究資金および外部資金の獲得実績（年度，研究テーマ，資金名称，代表者・分担者の別，金額）
 （5）主要査読付学術論文（5編程度）の別刷またはそのコピー
 （6）これまでの研究実績と着任後の研究計画および抱負（A4用紙1枚，2,000字程度）
 （7）これまでの教育実績と教育への抱負（A4用紙1枚，2,000字程度）
 （8）応募者に関する意見を聞くことのできる研究者3名以内の氏名と所属と連絡先
応募締切 2017年12月18日（必着）　応募書類は郵送のみ受付
送付先／照会先 〒820-8502 福岡県飯塚市川津680-4　九州工業大学大学院情報工学研究院生命情報工学研究系
  教授　矢田哲士　E-mail: ytetsu@bio.kyutech.ac.jp

  封筒に「教授応募書類在中」もしくは「准教授応募書類在中」と朱書し，簡易書留で郵送してください
  連絡先（住所，氏名，電話番号，E-mailアドレス）を記載してください
  ＊提出書類は，返却しませんのでご了承ください
そ の 他 【任期】教授の場合は任期なし．准教授の場合はテニュアトラック制度を適用する
 【給与】年棒制給与を適用する
 選考の過程で面接（プレゼンテーション，模擬授業等）を行うことがあります（旅費や宿泊費等が発生する場合は，自己負担願い

ます）．面接時期は，1月下旬を予定しています
 国籍や性別等にかかわらず，優秀な人材を採用します
 九州工業大学は，男女共同参画を推進しています
 選考の結果は，本人宛に通知します
 公募の詳細はWebページ（http://www.bio.kyutech.ac.jp/jinji）をご覧ください

■豊橋技術科学大学大学院工学研究科 情報・知能工学系 計算機数理科学分野

募集人員 テニュアトラック准教授　1名
専門分野 ネットワーク，セキュリティ，または高性能計算，計算機システム，ソフトウェアなど
応募資格 （1）博士の学位を有し，当該分野において優れた研究実績，計算機数理科学分野を牽引する強い意思のある方

 （2）情報・知能工学に関連する情報ネットワーク，計算機アーキテクチャ，オペレーティングシステムなどの基盤科目を担当でき，
学部生（留学生含む）の実験・実習の設計や担当もできる方

 （3）教育研究のグローバル化を推進するため，英語による講義や学生指導ができる方が望ましい
 （4）本学のミッションを踏まえ，高専教育に対する理解を有する方が望ましい
着任時期 2018年4月1日以降できるだけ早い時期
提出書類 （1）履歴書，（2）研究業績リスト（著書，査読付学術論文，国際会議論文，国内会議論文，総説・解説，特許，学位論文に分類して記載），

（3）主要論文別刷（5編以内，コピー可），（4）学会・社会における活動状況（所属学会，学会等における役職，受賞，招待講演，実
用化・事業化研究成果，国際会議以外の海外活動に分類して記載），（5）外部資金獲得状況（科学研究費助成事業，産学連携プロジェ
クト，財団助成金，共同研究，機関内競争経費，などに分類して記載．代表者・分担者の別を明記．その他アピールできる事項
に分類して記載），（6）これまでの研究概要（A4用紙で2枚程度．図，写真等を含んでよい），（7）着任後の教育研究に対する抱負（A4
用紙で2枚程度），（8）応募者について所見を伺える方2名の連絡先（氏名，所属，職位，電話，E-mailアドレス）

応募締切 2017年12月22日（必着）
送付先／照会先 〒441-8580 愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1　豊橋技術科学大学 大学院工学研究科情報・知能工学系　系長　石田好輝
  「計算機・数理科学分野教員（准教授希望）応募書類在中」と朱書し，書留で郵送してください
そ の 他 詳細は大学Webページ（https://www.tut.ac.jp/about/kyoin-koubo.html）を参照ください．
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■名古屋大学大学院情報学研究科情報システム学専攻

募集人員 准教授　1名
専門分野 IoT ／組込みシステムのセキュリティなど（たとえば，Security by Designなど）に関する理論と応用
応募資格 博士の学位を有する方
着任時期 2018年10月1日以降のなるべく早い時期
提出書類 履歴書，研究業績リスト（著書，学術論文誌，国際会議などを区分して記述），主要論文別刷（主要なもの3編以内，コピーも可），

これまでの研究概要（A4用紙2ページ以内），今後の研究計画（A4用紙1ページ以内），教育についての抱負（A4用紙1ページ以内），
その他選考に役立つ情報（教育実績，学会および社会活動，獲得した外部資金，受賞，特許，ソフトウェア開発実績など），応募
者の業績について問い合わせることのできる方2名の氏名と連絡先

応募締切 2017年12月22日（必着）
送付先／照会先 〒464-8603 愛知県名古屋市千種区不老町C3-1（631）　名古屋大学大学院情報学研究科 情報システム学専攻長　関　浩之
  E-mail: seki@i.nagoya-u.ac.jp　Tel(052)789-5886
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.i.nagoya-u.ac.jp/）をご覧ください

■科学警察研究所

募集人員 主任研究官　1名（常勤）
 ※採用された職員の官職は警察庁技官（研究職）となります．配属先は，法科学第二部物理研究室を予定しています
業務内容 人工知能（AI）などの情報処理技術を応用した画像解析等の科学捜査関連技術および犯罪者プロファイリング等の捜査支援技術に

関する研究開発業務，これらを応用した鑑定・検査業務，研修指導業務を行う
専門分野 情報工学全般の知識を持ち，その中でも特に機械学習など人工知能（AI）関連技術を中心とした専門知識を持っていることが望ま

しい．また，基礎理論のみでなく実応用までを行う総合的技術力があること
応募資格 1973年4月～ 1983年3月までに生まれた方
 上記業務内容を遂行できる専門領域で，博士号の取得者または取得見込みの方またはこれと同等以上の専門的能力を有する方で

心身とも健康な方
着任時期 2018年4月1日（予定）
提出書類 （1）履歴書（様式有）1通，（2）業績目録（様式有）1通，（3）推薦書（様式有）1通，（4）主要業績の概要1通，（5）主要業績論文等別

刷（コピー可），（6）科学警察研究所の業務に関する抱負（2,000字程度）
 応募書類の（1），（2），（3）については，当研究所Webページからダウンロードしてください．また，応募書類（4），（6）について

はA4版横書きとしてください
応募締切 2017年12月28日（必着）
送 付 先 〒277-0882 千葉県柏市柏の葉6-3-1　科学警察研究所総務部総務課長
 封筒には｢応募書類｣と朱書で明示してください
照 会 先 総務部総務課　吉田　Tel(04)7135-8001（内線：2111）
 詳細はWebページ（http://www.npa.go.jp/nrips/jp/index.html）をご確認ください
そ の 他 日本の国籍を有しない方，国家公務員法第38条の規程により国家公務員となることができない方については応募できません

■トヨタ自動車（株）

募集人員 正社員　数名
専門分野 情報工学または関連分野
応募資格 博士または修士の学位を持ち，下記必要能力について実務（研究）経験・知識があること
 • IT先端技術設計：CPU ，OS ，ネットワーク分野の先端技術※の内，1つ以上の開発経験と3分野の基礎知識を有する方
 ※マルチ／メニ―コアプロセッサ，3Dグラフィクス，分散コンピューティング
 • 最新技術に精通し，一流アーキテクトと議論しリードできること（C/C++での開発能力は必須）
仕事内容 車載コネクティッドシステム向けソフトウェアプラットフォームの開発（アーキテクト）
応募締切 2017年12月31日
そ の 他 【勤務地】愛知県，東京都　※静岡県，各工場など，国内・海外の事業所・関連施設への転勤の可能性あり
 応募は当社Webページ（http://www.toyota-careers.com/automated_driving/index.html）から受け付けます
 応募内容の詳細は，当社Webページをご覧ください
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■トヨタ自動車（株）

募集人員 正社員　数名
専門分野 情報工学または関連分野
応募資格 学士以上の学位を持ち，下記必要能力について1つ以上の実務（研究）経験・知識があること
 • グラフィックデザイン知識を踏まえた要件開発
 • ディスプレイ／スイッチデバイス開発
 • GUIの観点からグラフィックデザインの要件開発
 • システム構造やハードウェア要件を考慮したGUI設計
 • 要件／仕様について行動科学に基いた論理的な説明力
仕事内容 コックピット電子システムの開発
応募締切 2017年12月31日
そ の 他 【勤務地】愛知県　※静岡県，東京都，各工場など，国内・海外の事業所・関連施設への転勤の可能性あり
 応募は当社Webページ（http://www.toyota-careers.com/automated_driving/index.html）から受け付けます
 応募内容の詳細は，当社Webページをご覧ください
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2017年度山下記念研究賞表彰（概要）
詳細は学会Webページ（https://www.ipsj.or.jp/award/yamashita.html）をご覧ください．

　山下記念研究賞は，これまでは研究賞として本学会の研究会およ
び研究会主催シンポジウムにおける研究発表のうちから特に優秀な
論文を選び，その発表者に贈られていたものですが，故山下英男先
生のご遺族から学会にご寄贈いただいた資金を活用するため，平成
6 年度から研究賞を充実させ，山下記念研究賞としたものです．受
賞者は該当論文の登壇発表者である本学会の会員で，年齢制限は
ありません．本賞の選考は，表彰規程，山下記念研究賞受賞候補者
選定手続および山下記念研究賞推薦内規に基づき，各領域委員会
が選定委員会となって行います．本年度は 36 研究会の主査から推
薦された計 51 編の優れた論文に対し，慎重な審議を行い，決定さ
れたうえで，理事会（2017 年 8 月）および調査研究運営委員会に
報告されたものです．本年度の下記受賞者には，3 月 13 日に早稲
田大学で開催される第 80 回全国大会の席上で表彰状，賞牌，賞金
が授与されます．

［コンピュータサイエンス領域］
●  コンテンツの人気度を考慮したN次創作活動のモデル化

 	［2016-DBS-163（2016/9/13）］（データベースシステム研究会）
　佃　洸摂君（正会員）

● クラウド環境におけるデータベースライブマイグレーションミド
ルウェア

 	［Web とデータベースに関するフォーラム（WebDB Forum 
2016）（2016/9/14）］（データベースシステム研究会）

　三島　健君（正会員）

● 編集スクリプトへのコピーアンドペースト操作の導入によるコー
ド差分の理解向上の試み

 	［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2016）
（2016/9/1）］（ソフトウェア工学研究会）

　肥後芳樹君（正会員）

● ソフトウェア保守のためのデータアクセス可視化技術の検討

 	［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2016）
（2016/9/2）］（ソフトウェア工学研究会）

　矢野啓介君（正会員）

● 電力性能効率に優れた二値化ディープニューラルネットワークの 
FPGA 実装

 	［2017-ARC-224（2017/1/24）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　米川晴義君（学生会員）

● 自然エネルギーによる低電力リコンフィギュアラブルアクセラレ
ータの動作

	［2017-ARC-224（2017/1/25）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　	畔上佳太君（学生会員）

● リソース分離アーキテクチャのためのアクセラレータミドルウェ
ア Victreamの提案

 	［2016-OS-138（2016/8/8）］（システムソフトウェアとオペレーティ 
ング・システム研究会）

　鈴木　順君（正会員）

●順序回路の時間展開を用いた前方順序的クロックゲーティングの

自動挿入について

 	［DA シンポジウム 2016（2016/9/15）］（システムと LSI の設計技
術研究会）

　木村晋二君（正会員）

● ネットの特徴量を用いた多層ニューラルネットワークによるハー
ドウェアトロイ識別

 	［2017-SLDM-179（2017/3/9）］（システムと LSI の設計技術研究会）
　長谷川健人君（学生会員）

● Flashを用いたOut-of-coreステンシル計算のための最適ブロッ
キングパラメタ自動チューニングシステム

 	［2016-HPC-155（2016/8/10）］（ハイパフォーマンスコンピューテ
ィング研究会）

　緑川博子君（正会員）

●直接天然水冷コンピュータへの第一歩

	［2017-HPC-158（2017/3/8）］（ハイパフォーマンスコンピューティ 
ング研究会）

　藤原一毅君（正会員）

● Concurrent Program Logic for Relaxed Memory Consistency 
Models with Dependencies across Loop Iterations

 	［（2016/6/9）］（プログラミング研究会）
　安部達也君（正会員）

● グラフ部分構造列挙のためのゼロサプレス型項分岐決定図の効率
的な構築法

	［2016-AL-159（2016/9/23）］（アルゴリズム研究会）
　西野正彬君（正会員）

● Memoryとフェロモンに関するルールの改良を行ったMAX-
MIN Ant System with Memory

 	［2016-MPS-111（2016/12/12）］（数理モデル化と問題解決研究会）
　磯崎敬志君（正会員）

● 制御性能要求情報に基づいたエンジン制御ソフトの並列性向上手法

 	［組込みシステムシンポジウム（ESS2016）（2016/10/22）］（組込
みシステム研究会）

　福田　毅君（正会員）

［情報環境領域］
● 仮想化された機器監視アプリケーションの計測時刻の誤差推定手法

 	［2017-DPS-170（2017/3/2）］（マルチメディア通信と分散処理研
究会）

　金子　雄君（正会員）

● ボロノイ図を用いた移動センサノードのための巡回経路探索アル
ゴリズムの提案

 	［2017-DPS-170（2017/3/3）］（マルチメディア通信と分散処理研
究会）

　山本眞也君（正会員）

● 導電繊維編み込み手袋を用いた指の曲げ計測手法

 	［2017-HCI-171（2017/1/24）］（ヒューマンコンピュータインタラ
クション研究会）

　高田崚介君（学生会員）

●連結した直線経路をステアリングする動作の分析とモデル化

 	［インタラクション 2017（2017/3/2）］（ヒューマンコンピュータ
インタラクション研究会）

　山中祥太君（正会員）
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● 折りたたみ可能な切開辺を含む立体形状の設計

	［Visual Computing / グラフィクスと CAD 合同シンポジウム
2016（2016/6/18）］（コンピュータグラフィックスとビジュアル
情報学研究会）

　加瀬悠人君（正会員）

● 熊本地震における避難所の同定手法の提案とそれを用いた支援
政策に関する研究

	［2017-IS-139（2017/3/3）］（情報システムと社会環境研究会）
　舩越康希君（正会員）

● 画素毎の動き推定に基づく時間外挿フレームを用いた複数参照フ
レーム動き補償予測

	［2016-AVM-95（2016/12/9）］（オーディオビジュアル複合情報処
理研究会）

　亀田裕介君（正会員）

●調理履歴に基づくユーザのレシピ選択モデルの提案

	［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2016）
（2016/7/7）］（グループウェアとネットワークサービス研究会）

　山本修平君（正会員）

● ISO22320に基づく組織の危機対応力の可視化と考察

	［2017-GN-101（2017/3/11）］（グループウェアとネットワークサ
ービス研究会）

　爰川知宏君（正会員）

●ドキュメントとしてのオープンデータ

	［2016-DC-103（2016/11/18）］（ドキュメントコミュニケーション
研究会）

　本田正美君（正会員）

●長期的な状態依存性を考慮した移動軌跡からの目的地予測

	［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2016）
（2016/7/6）］（モバイルコンピューティングとパーベイシブシス
テム研究会）

　遠藤結城君（正会員）

● Preliminary Investigation on Using Deep Learning to Evaluate 
Toothbrushing Performance with Smartphone Audio

	［2016-MBL-81（2016/12/9）］（モバイルコンピューティングとパ
ーベイシブシステム研究会）

　Joseph Korpela 君（正会員）

●まぜるな危険準同型暗号

	［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2016）（2016/10/11）］
（コンピュータセキュリティ研究会）

　江村恵太君（正会員）

● 標的組織の内部情報を有する攻撃者を前提としたセキュリティア
プライアンス評価

	［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2016）（2016/10/13）］
（コンピュータセキュリティ研究会）

　田辺瑠偉君（正会員）

●公共施設における人流誘導のための動的案内サインの検討

	［2016-UBI-50（2016/5/29）］（ユビキタスコンピューティングシ
ステム研究会）

　片岡春乃君（正会員）

●テレメトリングのための RADIUSメッセージングの一考察

	［2016-IOT-33（2016/5/27）］（インターネットと運用技術研究会）
　松本直人君（正会員）

●イベントネットワークにおける syslogを用いた異常検知手法の
提案と実データを用いた評価

	［インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2016）（2016/12/1）］
（インターネットと運用技術研究会）

　阿部 博君（正会員）

●ジョニーはまだ暗号化できない？：暗号化とユーザビリティに関

する研究の調査

	［2016-SPT-18（2016/5/13）］（セキュリティ心理学とトラスト研
究会）

　緑川達也君（学生会員）

● Identity Confirmation to Issue Tickets using Face Recognition
	［2016-CDS-16（2016/6/2）］（コンシューマ・デバイス＆システム

研究会）
　奥村明俊君（正会員）

● 影内部映像に対するインタラクションの提案

	［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2016）
（2016/7/7）］（デジタルコンテンツクリエーション研究会）

　岩崎妃呂子君（学生会員）

● 高齢者の多様な体感を考慮した空調制御のための発話行動セン
シング

	［2017-ASD-7（2017/2/17）］（高齢社会デザイン研究会）
　桐山伸也君（正会員）

［メディア知能情報領域］
● 無限木構造隠れMarkovモデルによる階層的品詞の教師なし学習

	［2016-NL-226（2016/5/17）］（自然言語処理研究会）
　持橋大地君（正会員）

● 地方自治体間の情報共有を目的とした大規模合意形成支援システ
ムの有効性─ AICHI街づくりデザインリーグを事例とする─

	［2016-ICS-185（2016/12/13）］（知能システム研究会）
　深町駿平君（正会員）

●プロジェクタ投影光の時間積分に基づく運動情報の映像化

	［2016-CVIM-204（2016/11/10）］（コンピュータビジョンとイメー
ジメディア研究会）

　坂上文彦君（正会員）

●超音波振動による物体表面の法線方向の変化を利用した粘弾性

の推定

	［2017-CVIM-206（2017/3/10）］（コンピュータビジョンとイメー
ジメディア研究会）

　青砥隆仁君（正会員）

●データ従事者の育成を目的としたデータ・リテラシー教育の試み

	［2016-CE-135（2016/7/2）］（コンピュータと教育研究会）
　中鉢直宏君（正会員）

●俯瞰カメラと移動ロボットを用いたフィードバック制御系の可視

化の試みと評価

	［2017-CE-138（2017/2/12）］（コンピュータと教育研究会）
　疋田真一君（正会員）



1150 情報処理 Vol.58 No.12 Dec. 2017

●学習を動機付けに利用した前近代災害史料のクラウドソーシング

翻刻

	［人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2016）
（2016/12/11）］（人文科学とコンピュータ研究会）

　橋本雄太君（正会員）

●調・コード・音高・スペクトログラムの階層ベイズモデルに基づ

く多重音解析

	［2016-MUS-112（2016/7/30）］（音楽情報科学研究会）
　尾島優太君（学生会員）

● Strummer：インタラクティブなギターコード練習システム

	［2017-MUS-114（2017/2/27）］（音楽情報科学研究会）
　有賀竣哉君（正会員）

●方向依存活性化関数を用いたDeep Neural Networkに基づく識
別的音源定位

	［2016-SLP-112（2016/7/30）］（音声言語情報処理研究会）
　武田　龍君（正会員）

●カーリング AIに対するモンテカルロ木探索の適用

	［ゲームプログラミングワークショップ 2016（2016/11/6）］（ゲー
ム情報学研究会）

　大渡勝己君（正会員）

●複数立体スケッチの組み合わせによる空間再構成の試み

	［2016-EC-41（2016/8/5）］（エンタテインメントコンピューティン
グ研究会）

　友広歩李君（正会員）

●サッカーのネタバレが観戦者の態度に及ぼす影響

	［2017-EC-43（2017/3/11）］（エンタテインメントコンピューティ
ング研究会）

　白鳥裕士君（学生会員）

● Towards Unified Model of Spatio-Temporal Mental 
Orientation: Neurophysiological Correlates of Temporal 
Reference Point Function

	［2016-BIO-47（2016/9/28）］（バイオ情報学研究会）
　曽雌崇弘君（正会員）

●大学のプログラミング教育のためのルーブリックの検討

	［2016-CLE-19（2016/5/21）］（教育学習支援情報システム研究会）
　渡辺博芳君（正会員）

IPSJ メールニュースへ広告を出しませんか？

 
広告を IPSJ メールニュースで配信しています．本会会員が主な読者なので，ターゲットを絞った広告に最適です．
 
　　●配 信 数：約 29,000 通（原則毎週月曜日配信）
　　●読 者 層：本会会員および非会員
　　●形 式：テキストのみ．等幅半角 70 字× 5行．URL を入れてください．
　　●掲載位置：ヘッダ（目次の上）
　　　　　　　　フッタ（本文の最下行）
　　●掲 載 料：ヘッダ：1回 50,000 円（税込 54,000 円）※ 3社限定
　　　　　　　　フッタ：1回 20,000 円（税込 21,600 円）
　　　　　　　　※それぞれ行数超過については別途相談
　　●申 込 先：［広告代理店］
　　　　　　　　アドコム・メディア（株）E-mail: sales@adcom-media.co.jp
　　　　　　　　〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27　Tel(03)3367-0571　Fax(03)3368-1519
　　　　　　　　または，情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Tel(03)3518-8371
　　●申込締切：毎週水曜日締切，翌週月曜日配信となります．
　　●見 本：
　　　　　　　　　━［広告］━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■　　○○セミナー　　■■■
　　　　　　　　　開催日時：1月 10 日（火）・11 日（水）・12 日（木）13：00 〜 17：00
　　　　　　　　　会場：○○コンベンションセンター
　　　　　　　　　会費：情報処理学会会員の方には割引があります．
　　　　　　　　　詳細はこちらをご覧ください：http://www........com/
　　　　　　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━［広告］━

IPSJ メールニュースへ広告を出しませんか？
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Interface - 
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	 1101	 3. The Front of Distributed File Systems
		  Tomonori FUJITA (Nippon Telegraph and Telephone Corp.)
	 1107	 4. The Latest Trend of Cold Storage Technologies
		  Storage Networking Industry Association Japan Forum

Article
	 1114	 Bidirectional Transformation : From the Classic 

View Update Problem to the Linguistic Approach 
and Applications to Software Developments

		  Soichiro HIDAKA (Hosei Univ.)

Senior Column : Messages on Favorite IT
	 1089	 Next Rembrandt : Leaning Big Data
		  Katsumi TANAKA (Univ. of Vienna)

"Peta-gogy" for Future
	 1123	 What is enPiT?
		  Katsuro INOUE (Osaka Univ.) 
	 1124	 Measurement of Educational Effect of Practical 

Information Education
		  Masaki YAMAMOTO (Univ. of Nagoya) 
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		  Chiemi WATANABE (Univ. of Tsukuba) 

	 1132	 Biblio Talk
	 1134	 Conference Report
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ご意見をお寄せください！
【12月 10 日頃までにお出しください】

　宛　先	 一般社団法人  情報処理学会　モニタ係（下記のいずれからも送付できます）
	 http://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html　Fax(03)3518-8375　E-mail: editj@ipsj.or.jp
	 （E-mail で送信される場合は，10-1-a のようにコードでお答えください）
	 ※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
	 　http://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コード］

〔1〕ご氏名

〔2〕ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.（　　　　　）　　　　　　-

〔3〕E-mail:

〔4〕業種： （a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（小・中・高校・高専・大学・大学院など）
 （e）学生　（f）学生（ジュニア会員）　（g）その他……………………………………………………………………………………………… 4-［ 　　］   

〔5〕職種： （a）研究職　（b）開発・設計　（c）システムエンジニア　（d）営業　（e）本社管理業務
 （f）会社経営・役員・管理職　（g）教職員（小・中・高校・高専・大学・大学院など）　
 （h）学生　（i）学生（ジュニア会員）　（j）その他… …………………………………………………………………………………………… 5-［ 　　］   

〔6〕年齢： （a）10 代　（b）20 代　（c）30 代　（d）40 代　（e）50 代　（f）60 代以上… ……………………………………………………………… 6-［ 　　］   

〔7〕性別： （a）男性　（b）女性… ……………………………………………………………………………………………………………………………… 7-［ 　　］   

〔8-1〕あなたはモニタですか？：（a）はい　（b）いいえ… ………………………………………………………………………………………………… 8-1-［ 　　］   

〔8-2〕あなたのご意見は「会員の広場」（会誌および Web）に掲載される場合があります．その場合：
　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない… ………………………………………………………………………………… 8-2-［ 　　］   

〔9〕どちらの媒体で記事をお読みになりましたか？
　（a）冊子版　（b）情報学広場（電子図書館）（c）App Store　（d）fujisan　（e）その他… …………………………………………………………… 9-［ 　　］   

〔10〕今月号（2017 年 12 月号）の記事は良かったですか．下記の記事すべてについて評価をご回答ください．
　 ［ a …大変良い　b …良い　c…普通，どちらとも言えない　d …悪い　e…読んでいない ］

巻頭コラム：課題解決を共創プロジェクトで実現していく未来の社会…………………………………………………………………………………… 10-1-［ 　　］
特別解説：米大統領選におけるソーシャルメディア干渉疑惑……………………………………………………………………………………………… 10-2-［ 　　］
小特集：ディジタルゲリマンダとは何か
　1．ディジタルゲリマンダの法規制の可能性… ……………………………………………………………………………………………………………… 10-3-［ 　　］
　2．ディジタルゲリマンダとプライバシ，自己決定権… …………………………………………………………………………………………………… 10-4-［ 　　］
　3．ソーシャルメディアと想像の共同体… …………………………………………………………………………………………………………………… 10-5-［ 　　］
　4．ディジタルゲリマンダへの工学的アプローチ… ………………………………………………………………………………………………………… 10-6-［ 　　］
IT 好き放題：Rembrandt の「新作」：ビッグデータの学習…………………………………………………………………………………………………… 10-7-［ 　　］
小特集：ファイルシステムとストレージ
　1．ファイルシステム技術の最前線… ………………………………………………………………………………………………………………………… 10-8-［ 　　］
　2．分散ファイルシステムの最前線… ………………………………………………………………………………………………………………………… 10-9-［ 　　］
　3．コールドストレージの最新動向… ………………………………………………………………………………………………………………………… 10-10-［ 　　］
双方向変換 … ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-11-［ 　　］
ぺた語義：enPiT ってなんですか？……………………………………………………………………………………………………………………………… 10-12-［ 　　］
ぺた語義：実践的情報教育の教育効果をはかる……………………………………………………………………………………………………………… 10-13-［ 　　］
ぺた語義：enPiT と女性部会 WiT の活動を通じたしなやかな働き方の模索………………………………………………………………………………… 10-14-［ 　　］
ビブリオ・トーク：クリエイティブ・マインドセット……………………………………………………………………………………………………… 10-15-［ 　　］
会議レポート：SWoPP 2017 開催報告…………………………………………………………………………………………………………………………… 10-16-［ 　　］
会誌編集委員会女子部…………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-17-［ 　　］
連載漫画：IT 日和………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-18-［ 　　］

〔11〕本号で最も良かった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回答く
ださい．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔11-1〕良かった記事… ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 11-1-［ 　　］   
　〔11-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家… ……………………………………………………………………………………… 11-2-［ 　　］   
　〔11-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可）………………………………………………………………………………………………… 11-3-［ 　　　　　］   
　　　a) 技術・研究動向がよく分かった　b）知的興味をかきたてられた　c) 新たな知識を得ることができた　d) 内容が平易で理解しやすかった
　　　e) その他（具体的に下記にご記入ください）
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〔12〕本号で最も良くなかった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回
答ください．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔12-1〕良くなかった記事… …………………………………………………………………………………………………………………………………… 12-1-［ 　　］   
　〔12-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家… ……………………………………………………………………………………… 12-2-［ 　　］   
　〔12-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可）………………………………………………………………………………………………… 12-3-［ 　　　　　］   
　 　　a) 記事の内容に誤りがあった　b) ありきたりの内容だった　c) 記事が難しすぎた　d) 何を言いたいのか分からなかった　e）宣伝の意図が強すぎる
　　 　f) テーマに興味が持てなかった　g）その他（下記に具体的にご記入ください）

〔13〕今月の特集に対する貴方の立場を教えてください．
　〔13-1〕ディジタルゲリマンダとは何か：a）専門家　b）非専門家… …………………………………………………………………………………… 13-1-［ 　　］
　〔13-2〕ファイルシステムとストレージ：a）専門家　b）非専門家… …………………………………………………………………………………… 13-2-［ 　　］

〔14〕設問〔10〕で読んでいないと答えた記事について，その理由を教えてください．

〔15〕会誌に対するご意見やご感想，著者への質問，巻頭コラムに登場してほしい人物，今後取り上げてほしいテーマなどありましたらご記入ください．
　　（スペースが足りない場合はお手数ですが別紙を追加してください）

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容
■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会誌配布，会員特典，会費等口座振替，
海外からの送金，賛助会員，電子図書館

■ 会誌編集部門

会誌編集 editj@ipsj.or.jp
03-3518-8371

会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，転載許可，出版，
コンピュータ博物館（情報処理技術遺産），著作権

図　書 tosho@ipsj.or.jp 03-3518-8374 出版物購入

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル／ JIP ／トランザクション）の編集・査読

調査研究／
国際／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，研究グループ，シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会，

情報処理教育委員会，アクレディテーション対応
■ 事業部門

事　業 jigyo@ipsj.or.jp
03-3518-8373

全国大会，FIT，プログラミングコンテスト，プログラミング・シンポジウム，協賛・後援

技術応用 event@ipsj.or.jp 連続セミナ，短期セミナ，IT フォーラム，ソフトウエアジャパン，その他講習会，認定情報技術者制度

■ 管理部門

総務／庶務 soumu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

総会・理事会，支部，選挙，総務系選奨，関連団体，アドバイザリーボード

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，セキュリティ，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

デジタルプラクティス editdp@ipsj.or.jp デジタルプラクティス（DP）の編集・査読，DP レポート

　一般社団法人  情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　http://www.ipsj.or.jp/

■ 各種問合せ先 ■

■ 情報規格調査会

規格部門
問合せフォーム
https://www.itscj.ipsj.or.jp/contact/
index.html

ISO/IEC JTC 1での情報技術の標準化業務
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　http://www.itscj.ipsj.or.jp/
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■ 編集室 ■

　今年（2017 年）2 月に「ディジタル・ゲリマンダーの法規制

の可能性」（研究報告 2017-EIP-75）を電子化知的財産社会

基盤研究会で湯淺先生がご発表され，その日の夜の懇親会

で FIT2017 のイベントと今回の特集を企画した．やがてこう

した問題が関心を持たれるという予感があったからだ．解説

に記載の通り今年 9 月には米国で SNS 大手が議会に報告を

求められる事態になっている．特集を組んだ側も予想しない

展開であり，今後も目が離せなくなっている．

（金子　格／本小特集エディタ）

　今回の小特集の企画は，単体のコンピュータ上で動作する

ファイルシステムについて解説する，単発記事の企画から始ま

りました．

　この企画が進むにつれ「クラウドやビッグデータという言葉

が普及した今，分散ファイルシステムにも触れたい」「ほとん

ど使うことはないが保管する必要のある大量のデータのため

の技術としてコールドストレージというキーワードがあるよう

だ」と徐々に企画が膨らんでいき，最終的に小特集という形

を取りました．著者の皆様には，このような経緯を理解くださ

り，対応していただきました．ありがとうございました．

　「編集にあたって」でも触れましたが，スマートフォンのアプ

リケーションを利用するときや，SNS などの記事やつぶやきを

読み書きするときに，ファイルを意識することはほとんどあり

ません．最近では，我々からファイルという概念が薄れつつ

あるのではないでしょうか？ （その一方で，PC のアプリケー

ションの「ファイルを保存」のアイコンはいまだにフロッピーディ

スクのままだったりして，PC ユーザの主な世代を想像してしま

います）．

　とはいえ，現在でもファイルシステムもストレージデバイスも，

データの肥大化や用途の多様化とともに，進化し続けています．

　ユーザに対して，その存在を意識させないのはインタフェー

スとして素晴しいことではありますが，今回の小特集によって

ファイルシステムとストレージについて，読者のみなさまに再

認識していただけたら幸いです．

（宮澤慎一／本小特集エディタ）

次号（1 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」脳情報科学が拓く AI と ICT
脳情報科学と人工知能─ネオコグニトロンから Deep Learning へ─／脳情報を読み解く／人を理解するためのBMI技術／脳のネッ
トワーク特性と脳内情報処理／脳科学と未来 ICT 〜脳に倣う ICT 研究への期待／脳科学と人工知能の融合が拓く新たな時代～ディ
ジタルコグニティブサイエンスで R&D が変わる～

「特集」私たちの未来
ロボット・アンドロイドの未来／人間・脳の未来／ゲームの未来／アートの未来／交通・都市の未来／大学の未来／教育の未来／
AR の未来／ VR の未来／経済の未来─ AI は仕事を奪うか？私達は遊んで暮らせるか？─／防災 AI の未来／宇宙の未来／情報セ
キュリティの未来／法律の未来／ネットと政治の未来／空の未来／建築の未来

特別解説：ツイッターの凍結騒動……………………………………………………………………………………………細馬宏通
解説：新学習指導要領における情報教育の動向……………………………………………………………………………堀田龍也

教育コーナー：ぺた語義
連　載：IT 日和／会誌編集委員会女子部／ビブリオ・トーク
コラム：巻頭コラム／シニアコラム：IT 好き放題
会議レポート：組込みシステムシンポジウム 2017（ESS2017）会議報告／ SIGGRAPH 2017 参加報告／ IEEE COMPSAC 2017

─情報処理学会が協催する IEEE-CS の Signature Conference ─

1 月号より全面カラー化！サイズも変わります！

会誌「情報処理」は 2018 年 1 月号（59 巻 1 号）よりすべての記事がカラーとなります．さらにサイズが現行の A4 判（天地 297mm ×左
右 210mm）から持ち運びやすい A4 変形判（天地 280mm ×左右 210mm）に変更となります．
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　58 巻 12 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行	 一般社団法人 情報処理学会
発行部数	 20,000 部
体　　裁	 A4 変形判
発 行 日	 毎当月 15 日
申込締切	 前月 10 日
原稿締切	 前月 20 日
広告原稿	 完全版下データ
原稿寸法	 1 頁	 天地 250mm ×左右 180mm
	 1/2 頁	 天地 120mm ×左右 180mm
雑誌寸法	 天地 280mm ×左右 210mm

■広告料金表
掲載場所 4 色 1 色

表 2 330,000 円
（税込 356,400 円） ─

表 3 275,000 円
（税込 297,000 円） ─

表 4 385,000 円
（税込 415,800 円） ─

表 2 対向 300,000 円
（税込 324,000 円） ─

表 3 対向 265,000 円
（税込 286,200 円）

155,000 円
（税込 167,400 円）

前付 1 頁 250,000 円
（税込 270,000 円）

135,000 円
（税込 145,800 円）

前付 1/2 頁 ─ 80,000 円
（税込 86,400 円）

前付最終 ─ 148,000 円
（税込 159,840 円）

目次前 ─ 148,000 円
（税込 159,840 円）

差込
（A4 変形判 70.5kg 未満　1 枚）

275,000 円（税込 297,000 円）

差込
（A4 変形判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

350,000 円（税込 378,000 円）

同封
（A4 変形判　1 枚）

350,000 円（税込 378,000 円）

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073  東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□インタフェース… ……………………………… 表 2

□講談社………………………………………… 目次前

□ブイツーソリューション………………………… 表 2 対向上

□ すべての会社を希望
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本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10 〜 19口）

（株）リクルートホールディングス グーグル（株） （株）NTTドコモ （株）東芝

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株）

●●● 賛助会員（20 〜 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3 〜 9口）

NTT データ（株） グリー（株） 楽天（株） 情報サービス産業協会 トレンドマイクロ（株）

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

NTT コムウェア（株） NTT テクノクロス（株） （株）うえじま企画 沖電気工業（株） 三美印刷（株）

ソニー（株） チームラボ（株） パナソニック（株） （株）フォーラムエイト （株）レコチョク
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